

























































































































































































































Aさん（笹川 男性 80代） 
図2はAさん宅一階部分間取り図である。増築部分には色を付けてある。 








































































































柳田は水洗トイレの設置が早く、昭和 40 年半ばごろから始まった。1、2 万円くらいで設
置できた。下水道の設置も早かった。 
Gさん（笹川 男性 80代） 
柳田は電話、電気、水道、下水道、水洗トイレなどの生活設備の設置が他の集落に比べて
とてもはやかった。自分が 6歳の時、昭和 11（1936）年頃には、水洗トイレになっていた。 
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Hさん（石井 男性 ） 
家を作る時は、自分の山の木を使っていた。しかし、木を切ったり乾かしたりする暇を考
えると、木を他から買って家を作っても値段は変わらない。だから石井に住んでいても企業
に頼んで家を建てる人が多い。 
Iさん（石井 男性） 
茅葺のころ、結で葺き替え作業を行った。屋根ふきのお弟子さんが各集落にいた。親方が
作業の中で次の世代に教えていった。 
コバ葺はわかる人でないとできないため、限定された何人かに、お金を払ってやってもら
う。コバの上に瓦をのせる家もある。 
栗のコバは長持ちするが、杉は作りやすい反面割れやすかった。 
 
4．考察 
 以上資料や聞き取り調査をもとに、柳田の住生活の特徴とその変遷についてみてきた。 
住生活について概観することで、柳田の人々の様々な生活が見えてきた。大きなニワや仏間を
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中心とした間取りは、柳田の農作業中心の生活、仏教に対する信仰の厚さがうかがえる。 
多くの年中行事や通過儀礼の場でもあった家は、ふすまを外して各部屋の結合が可能な田の字
づくりなど、人が集まれるような工夫が間取りにも現れていた。 
 聞き取り調査を行った家の中では、このようなたくさんの部屋を持つ間取りの家屋を持て余し
ているような声も聞かれた。柳田地域の住民のおおくは60歳以上の夫婦世帯であり、葬式や結婚
式といった行事も外部化した現在では、それも無理からぬことであるかもしれない。ニワの壁に
手すりをつけたり、水回りの改築時にバリアフリーにしたりするなどといった改築がしばしば見
られたことも、住民の生活の変化として見ることができる。 
 
5．おわりに 
本章では、柳田の住生活や住宅の現状について、住民の方々のお話を中心に報告してきた。 
柳田に滞在中に聞いた様々なお話から、代々この土地に住んできた人々の暮らしに対する真摯さ、
能登の豊かな反面厳しくもある自然に対する忍耐強さを感じた。現代の暮らしと伝統的な住宅の
間にギャップが生じている面もあるが、このような人々の姿勢は今も失われていない。私にはそ
れがとても魅力的に映った。 
 調査中、住宅というとてもプライベートな事柄にもかかわらず住民の方々にはとても詳しくお
話をきかせていただいた。この報告書を作成することができたのは偏に柳田の皆さんのご好意と
根気強いご協力のおかげである。末筆ながら心から感謝の気持ちを伝えたい。 
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